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     あなたの参画が多様性を認め合うコミュニティづくりの輪へ 
          あなたの余剰を分かち合う優しさが丹波の自然をまもる輪へ   

          あなたのすてきな能力の提供がコミュニティの自立と共生へ 

 

 

発行所：NPO 法人丹波まちづくりプロジェクト事務局：〒669-3571 丹波市氷上町新郷 1574 

＊ 編集人：赤井俊子 Tel/Fax0795-82-0065  E-mail：syunko27@yahoo.co.jpURL：http://mito.tamba.tv  

＊ 新入会員（敬称略）紹介  今年 1 月以降に入会された方です 
○灰野清子（氷上町） 
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                    感 謝 
未杜会員（元理事）由良ゆかりさん 

 

2001 年 7月に「新しいコミュニティを創造する会」が発足し同時に地域通貨・未
杜を発行、代表が地域通貨をツールとして若いお母さんの力をまちづくりに生かし
て地域のお役に立てるように考えてくださいました。 

2004 年 10 月に団体はＮＰＯに認証され「NPO 法人丹波まちづくりプロジェクト」
になりました。 

私は立ち上げから 10年の間、子育て真っ最中の期間に法人理事として事務局の仕
事をさせていただきました。楽しく走り回って未杜を沢山やりとりして会員さんと
共に喜んだこと、未杜井戸端会議（現：未杜カフェ）で学んだこと、そして会員の
徳田貞夫様の愛と協同の自分史「風水」を実行委員の一人として編集させていただ
いたこと、これらの経験は私の宝物です。 

そして今、下記のことに自問自答しています。 
問：私は未杜会員でありながら今どうして地域通貨未杜を使わないだろうか？ 
答：生活には円が必要で未杜では生活することは無理だから。 

そしてやりとりが面倒であるため未杜の素晴らしさを実感していたスタッフだった
頃の気持ちへ戻ることの難しさを感じています。しかし未杜新聞のオープンカフェ
「LETS」の地域通貨の有効性についての記事は気になるし、未杜カフェの写真に心
が和みます。 

設立から賛同者に支えられての 15年間、会員さんの気持ちに寄り添い大変な事務
局運営を続けてこられた未杜子さん。そして続く未杜男さんに感謝しています。 
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予告 ＜1月未杜カフェ＞ 
＜予告＞ 
 
平成 16年度総会 
日時：4月 23 日（土）13 時 30 分 
会場：丹波の森公苑 セミナー室 
内容：① 総会行事 
   ○ ４月未杜カフェ 
     テーマ 
     地域創生は可能か 
   講師 神戸県立大学教授 
       畑 正夫先生 
５月未杜カフェ 
第 5回ふるさと探訪・・春日町 

今回は黒井城に登ります 
集合場所 黒井駅前 
     ハートフル春日周辺に駐車し      
     て駅前にお越しください 
集合時間 午前 10 時 30 分 
     お弁当は各自持参して下さい 
 
６月未杜カフェ 
   吉川町にあるアトリエと 

アイスクリーム工房を見学します 
集合場所 吉川町「山田錦の郷」 

三木市吉川町吉安２２２ 
○中国自動車道「吉川 IC」下車、東へ
約１キロ。コンビニ（セブンイレブン)
の向かいです 

集合時間：現地 10 時 
 
＜報告＞ 
○1月：クリーンセンター見学 
  1 月の小雨降る中春日町にあるクリーンセ

ンターの見学をしました。 
  私たちの生活の後を物語る様々なゴミ、これ

等のゴミの処理があってこそ日々快適な生
活ができていることを実感しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
〇2月：フィンガーレス手袋作成 
 
冬は何といっても暖かい部屋で手仕事をする

のが女性にとっての安らぎのひとときです。 
今回はかぎ針と残り毛糸でできるフィンガー

レス手袋の編み方を教えていただきました。 
1 回の開催では手袋は仕上がらなかったため 2

回開催しました。二回未杜会員の古屋さんにお世
話になりました。 

ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 ○3 月：未杜決算パーティ 
    
3 月 26 日（土）丹波の森公苑 創作工房にお
いて未杜決算パーティ開催しました。 

      
１：  未杜大賞などの発表 
未杜大賞     瓢 芳夫さん 
未杜アクティブ賞 前川 はるみさん 
未杜奨励賞    足立 まなさん 

 
2：パネルディスカッション 
  農地管理と農業後継者問題等について 
   人・農地プランの実践者や行政の方と 
   参加者が共にいろいろな問題提起を

して解決策を考えました。 
３：未杜マーケット 
  会員さんの協力で手作りランチョンマ

ット、アクリルたわし、蒸しパン 
サーターアンダギーの他、いろいろな日
用品もたくさん出品していただきま
した。 

４：ティータイム  
    未杜会員のよしだ屋さんのお菓子とコ

ヒー等で未杜仲間や一般会員さんとの
交流が進みました。  

参加していただいた皆さんありがとうご

ざいました。 
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  ↑表彰 ↓パネルディスカッション 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
↑農業振興課余田さんの説明↓未杜マーケット 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 4 回オープンカフェ「ＬＥＴＳ」報告 
＊形式：輪読会 読本「地域通貨」ミネルヴァ書房 
＊編著者：西部忠（北海道大学経済学部研究科教授） 
＊会で出た質問等を「○」で、西部先生のコメントを「◎」で表します。 

○新入会員に対して未杜のことを説明し、また地域通貨という言葉を初めて聞いた人に

入会を勧める場合の地域通貨（未杜）についての分かりやすい説明方法を教えてほしい。 
スタッフの誰もが地域通貨を理解しやすく説明するのはとても難しいと感じています。

「助け合いなどをします」と言うことはあるが、もっと奥深さや地域通貨の価値を説明

したいので効果的な説明方法があれば教えてください。 
◎ 先週，岐阜県高山市でこども大学が開催され，そこで「お金」の話をしました．小学

校４～６年生にいまのお金，むかしのお金，そしてこれからのお金という話をする中

で，地域通貨，高山の地域通貨 enepo を説明しました。難しいといわれる方には，そ

ういう話の方がきっと分かりやすいでしょう。そのレジュメを添付します。 
▼レジュメを 4 月オープンカフェの輪読会（4 月 13 日 13 時 30 分）で使います是非参画

してください。また希望者にはコピーをお渡しします。ご連絡ください。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
歌手デヴィッド・ボウイ（David Bowie）さんの出生地である英ロンドン(London)南部

ブリクストン(Brixton)では、地域通貨「ブリクストン・ポンド（Brixton Pound）」 
のデザインの一つにボウイさんの肖像が使われていまます。   
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今季号は山南町の神崎みき子さんです。 

「井の中の蛙大海を知らず」の例えの如く農業一

筋で暮らした私ですが残りの人生を有意義に暮

らさなければと思い自分に拍車をかけています。

趣味は２，３持っていますが、まだまだ勉強不足

な私です。 

 
 

丹波新聞を拝見し「未杜ひばり」に出会えたこ

とに深く感謝しております。小さい頃から歌に興

味をもち楽しんでいましたが未杜ひばりグルー

プに入会させていただき一番感心しましたのは

男性の大きな声でした。そして重たいアコーディ

オンに合わせて皆さんの大きな声と楽しげな笑

顔がとても印象的で入会させていただいてよか

ったと思いました。 

年甲斐もなく傷だらけの身体ですが一回でも

長く未杜グループのジャンルに添えるよう努力

していきたいと思います。年を重ねた私ですが若

い皆さんのパワーを頂き楽しく元気な人生を送

りたいと思います。 

未杜会員さんの増加と未杜の発展を心から祈

念いたします。まだまだお付き合いの浅い私です

がどうか末永くよろしくお願い致します。 

     

  会員 紹介 
 農地管理と農業後継者問題 
ある日 70 代女性の未杜会員さんが言

われました。「主人は亡くなり息子は都

会で働いている。今は一人で家と田圃を

なんとか守っているがそれらのために

年金を使わなくては維持できなくなっ

ている。なんとか先祖からの土地を有効

に使えないだろうか」このつぶやきを聞

き、たとえ一筋の光であっても何か見え

る形にできないものかと実施したのが

二回にわたる「農地管理と農地後継者問

題等」のディスカッションでした。1 回

目は昨年秋に２回目は 3 月 26 日の未杜

決算パーティで行いました。 
丹波の基幹産業でもある農業、そして

かつてはそれを可能にする豊かな農地

がありました。しかしながら少子高齢化

が進み農業に対する危機が迫っている

ことはみなさんご承知の通りです。農地

管理と農業後継者の問題等について、各

関係機関ではさまざまな政策が打ち出

されています。その活用策を知り少しで

も憂いのない今後を考え、また農業に魅

力を感じている人にその可能性をお聞

きしたいと思いました。市役所農業振興

課の余田さん、「人、農地プラン」の実

践法人、稲畑どろんこ会の梅垣さん、前

田さんを迎えて未杜会員と共に話し合

いが進みました。個々の農家をみると課

題はその家族構成などによっても微妙

に異なります。しかしながらその状況に

応じた解決の糸口を何かを掴んでいた

だければこの話し合いの目的は一応達

することができたことにしたいと思い

ました。三か所の皆さんご協力ありがと

うございました。 
      編集部より 


